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９月８日（日）、中央公民館において、50名の参加によるごみフォーラムが開催されました。フォー

ラムでは、増加する一方であるごみ処理費用の削減、ごみ焼却灰埋め立て用地の延命化、地球温暖化の

原因である二酸化炭素の発生抑制などを図るため、兵庫県庁と相生市役所の職員を講師として招き、ご

みを減らす方法について学びました。皆さんも一緒に考えませんか。

兵
庫
県
で
は
、
廃
棄
物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
十
三
年
五
月
に

『
ひ
ょ
う
ご
循
環
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
、
ま
た
、

平
成
十
四
年
三
月
に
は
『
兵
庫
県
廃
棄
物
処
理

計
画
』
を
策
定
し
、
こ
の
中
で
、
最
終
処
分
量

を
半
分
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
ご
み
を

つ
く
ら
ず
、
出
さ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
『
５
Ｒ
生

活
』
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
取
り
組
み
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
ご
み
を
出
さ
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
践

②
家
庭
内
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
発
生
量

の
抑
制

③
消
費
行
動
を
通
じ
た
事
業
者
な
ど
へ
の
働
き

か
け

④
ご
み
処
理
の
有
料
化
や
指
定
袋
制
に
よ
る
処

理
費
用
等
の
負
担

昨
年
度
一
年
間
に
私
た
ち
が
出
し
た
ご
み
量

は
一
万
一
千
六
百
㌧
で
あ
り
、
こ
れ
を
処
理
す

る
た
め
に
四
億
四
千
万
円
の
お
金
が
必
要
で
し

た
。
ご
み
発
生
源
の
内
訳
は
、
家
庭
ご
み
が
七

割
、
残
り
の
三
割
が
事
業
系
ご
み
で
す
。
さ
ら

に
、
家
庭
ご
み
を
さ
ら
に
種
類
別
に
分
類
す
る

と
、
可
燃
ご
み
が
七
十
五
㌫
を
占
め
、
最
も
多

く
、
そ
の
中
味
の
五
割
は
紙
類
で
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
が
三
割
、
残
り
の
二
割
が
生
ご
み
、
木
、

竹
な
ど
で
す
。
よ
っ
て
、
ご
み
の
排
出
量
を
減

ら
す
に
は
、
可
燃
ご
み
に
混
入
し
て
出
さ
れ
て

い
る
紙
類
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
を
減
ら

す
、
あ
る
い
は
資
源
ご
み
と
し
て
分
別
回
収
す

る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

ま
た
、
現
在
、
ご
み
を
燃
や
し
た
後
の
焼
却

灰
は
、
神
戸
沖
に
埋
め
立
て
し
て
い
ま
す
が
、

埋
め
立
て
が
で
き
る
期
間
は
平
成
二
十
二
年
度

ま
で
の
予

定
で
す
。

し
か
し
、

ご
み
排
出

量
を
減
ら

す
こ
と
に

よ
り
、
こ

の
埋
め
立

て
期
間
を

延
長
す
る

こ
と
が
で

き
ま
す
。

相
生
市
は
、
ご
み
の
分
別
を
九
種
類
に
分
け

て
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
と
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
平

成
十
年
十
月
か
ら
、
分
別
数
を
十
七
種
類
に
増

や
し
、
さ
ら
に
、
ご
み
減
量
と
資
源
の
再
生
利

用
を
促
進
し
、『
受
益
者
負
担
の
原
則
』
を
ご

み
処
理
に
採
用
、
負
担
の
公
平
化
を
図
る
た
め
、

家
庭
ご
み
（
可
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
・
不
燃
ご

み
）
に
つ
い
て
は
、
指
定
袋
制
（
指
定
シ
ー
ル

制
）
に
よ
る
ご
み
処
理
の
有
料
化
に
変
更
し
ま

し
た
。

た
だ
し
、
資
源
ご
み
は
、
分
別
を
誘
導
す
る

た
め
に
無
料
の
ま
ま
据
置
き
と
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
有
料
化
導
入
前
に
は
、
年
間
一
万
二

千
㌧
で
あ
っ
た
ご
み
量
が
、
平

成
十
一
年
度
に
は
年
間
八
千
三

百
㌧
と
三
割
以
上
の
減
少
と
な

り
、
ま
た
、
資
源
ご
み
量
は
逆

に
二
割
増
加
し
、
ご
み
の
減
量

と
資
源
の
分
別
を
大
き
く
推
進

で
き
ま
し
た
。

播
磨
町
の
ご
み
処
理
の
現
状

（
町
産
業
生
活
課
職
員
）

相
生
市
で
の
ご
み
処
理
の
現
状

（
相
生
市
環
境
課
　
原
田

耕
三
氏
）

▲相生市環境課
原田 耕三氏

▲粗大ごみ指定シール

▲

相
生
市
可
燃
ご
み
指
定
袋

兵
庫
県
の
ご
み
減
量
に
対
す
る
考
え
方

（
兵
庫
県
環
境
整
備
課
　
西
岡

信
行
氏
）
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▲兵庫県庁西岡信行氏の話に聞き入る参加者

事
業
所
や
工
場
が
環
境
の
こ
と
を
考
え
た
経
営

管
理
を
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
で
す
。
組
織
活

動
に
よ
る
環
境
へ
の
悪
影
響
を
効
果
的
に
削
減
し

て
い
く
た
め
、
環
境
保
全
と
経
営
を
一
体
と
し
て

捉
え
、
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

廃
棄
物
や
有
害
物
質
の
排
出
削
減
、
省
資
源
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
つ
い
て
の
改
善
目
標
や
改

善
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
作
成
さ
れ
た
実
施
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
、
国
際
的
な
規
格
を
定
め
て
い
る
国

際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
の
規
格
に
適
合
し
て

い
る
場
合
は
、
(財)
日
本
適
合
性
認
定
協
会
に
環
境

に
や
さ
し
い
事
業
所
と
し
て
認
証
登
録
さ
れ
る
制

度
で
す
。
こ
の
認
証
登
録
は
、
世
界
中
に
お
い
て

通
用
し
、
商
取
引
な
ど
で
は
、
こ
の
認
証
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
必
要
条
件
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
認

証
を
取
得
す
る
事
業
所
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

町
塵
芥
処
理
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
場
）
は
、

昨
年
十
月
十
二
日
、
環
境
に
や
さ
し
い
事
業
所
と

し
て
認
証
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
十
月
八
日
に

は
、
外
部
の
審
査
機
関
に
よ
り
、
登
録
一
年
後
の

施
設
運
営
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
策
定
し
た
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

の
良
好
な
施
設
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

播
磨
町
塵
芥
処
理
セ
ン
タ
ー
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
を
導
入
し
て
良
か
っ
た
こ
と
、
大
変
だ
っ
た

こ
と
は
次
の
通
り
で
す
。

（
良
か
っ
た
こ
と
）

①
外
部
の
審
査
機
関
に
よ
る
審
査
を
受
け
る
た
め

透
明
性
が
増
し
、
塵
芥
処
理
セ
ン
タ
ー
で
働
く

職
員
の
環
境
意
識
が
向
上
し
た
。

②
職
員
一
人
ひ
と
り
の
役
割
が
明
確
と
な
り
、
ま

た
、
職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
運
営
が
よ
り
円
滑

に
な
っ
た
。

③
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。

④
町
内
事
業
所
や
他
市
町
へ
の
施
設
に
対
し
、
好

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。

⑤
町
内
事
業
所
の
方
々
か
ら
良
好
な
評
価
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
ご
み
減
量
や
分
別
収
集
へ
の
協

力
が
得
や
す
く
な
っ
た
。

（
大
変
だ
っ
た
こ
と
）

①
業
務
の
全
て
を
記
録
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
事
務
量
が
増
え
た
。

②
定
期
的
に
職
員
の
研
修
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
た
め
、
仕
事
量
が
増
え
た
。

③
小
さ
な
組
織
体
で
あ
り
、
専
任
体
制
が
と
れ
ず
、

推
進
体
制
の
工
夫
が
大
変
だ
っ
た
。

▲ごみ焼却施設制御盤を操作中

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
）
と
は

日　　時　11月20日（水）午後1時～4時�
場　　所　中央公民館　視聴覚室�
実践紹介  �
　　　　　午後1時～　日本山村硝子㈱のISO14001�
　　　　　　　 　　　 への取り組みについて�
　　　　　午後2時～　住友金属鉱山㈱のISO14001�
　　　　　　　 　　　 への取り組みについて�
質疑応答　午後3時10分～4時�
問い合わせ　産業生活課　10794（35）2364

組
織
内
で
の
環
境
改
善
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
最
近
、
話
題
に
な
る
こ
と
が

多
い
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
）
の
普
及
を

図
る
た
め
に
、
既
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
導
入
さ
れ
て
い
る
住
友
金
属
鉱

山
㈱
と
日
本
山
村
硝
子
㈱
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

播
磨
町
内
事
業
所
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
関
す
る
知
識
の
向
上
と
情
報

交
換
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
事
業
所
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市 民 環 境 大 学環境マネジメント・
システム概略図

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
で

環
境
保
全
を
図
っ
て
い
ま
す


